
兵庫県姫路市
『安富町花あじさい復活プロジェクト』

～学校・PTA・地域・企業・行政が協働したまちづくり～

姫路市立安富中学校
安富地域貢献チーム



姫路市安富町について

姫路市の全域

安富町

• 安富町は姫路市の北西部に位置

• 人口 約4,600人

• 多くの自然が残されている田園地帯

• 「花とホタルのまち」
※2006年3月27日に合併に伴い、宍粟郡安富町から姫路市安富町に

• 少子高齢化

• 持続可能な地域へ

• 安富中学校生徒数 112名

旧安富町のキャラクター
『未来ちゃん』



『安富地域貢献チーム』の活動

• 生徒有志による

「安富地域貢献チーム」の結成

• 活動内容

①『あじさいプロジェクト』のリーダー

②ふるさとの活性化・自然環境保全

③ SDGs実践・挑戦

• チームロゴ

あじさいプロジェクトのリーダー

安冨地域貢献チームのロゴ



安富町のシンボルフラワー 『あじさい』

経 緯

• 安富町は「あじさいとホタルの町」

として知られていた

• 近年は、数万株のあじさいが、

シカの食害で壊滅的なダメージ

• 「あじさいの里」を訪れた人が、

がっかりして帰ることも・・

シカの食害により荒廃した「あじさいの里」



かつては校内にもあじさいが・・・

1993年頃の様子 2024年

30年後



地域からも協力の呼びかけ

地域のおもいを引き継いで・・・

加茂神社

安志稲荷神社

安富町のヒメホタル 名勝 鹿ヶ壺

安富町名産品 ゆずかかしの里



あじさいクラブ誕生！！

安富中の活動が、地域を動かした‼



あじさい復活プロジェクト始動

「挿し木」の技術を習得 「春挿し」「夏挿し」の苗

2023年7月



専門家の講習会 ～地域・企業と学習～

木下博先生

・あじさいについて

・ハーブについて

・世界の景観事情等について

橋本敏明先生

・シカの食害対策について

・あじさいを活用したまちづ
くりについて

シカが嫌うハーブを活用し、
野生生物との共生も可能な
まちづくりを目指す

2023年11月



安志加茂神社内『あじさいの里』

に記念植樹

PTA・地域・企業・行政も協働

総勢100名を超える参加者

EXPO2025 
共創チャレンジの実施

PTAや地域からも参加

あじさいクラブによる前日準備

2024年3月



多様な団体との共創・協働

• 参加した企業等
※EXPO2025の共創パートナー、共創メンバー

・第一生命 姫路支社 山崎営業所

・三井住友信託銀行 姫路支店

・小学館集英社プロダクション

・エコリング ・ベネッセコーポレーション

・読売新聞 ・朝日新聞 ・神戸新聞

・播磨リビング社

・タキロンシーアイ安富事業所

・姫路市 ・安志加茂神社

・あじさいクラブ ・安富中PTA

• 新たに協働した企業

・ベルコ ・マクドナルド太子店 下村酒造



安富町のあじさい ビフォーアフター

植栽前（2024.2撮影）

あじさいが壊滅している
「あじさいの里」

植栽後（2024.6下旬）

復活しつつある
あじさいのある風景

観光客も増えてきた。



校内にも「あじさい」を再現！！

ヤマアジサイ園 アナベルの丘 愛情ガーデン

2024年11月現在

試験的にシカの食害対策のためのハーブも混植しています。



２０２４年度 第１回
『安富町花あじさい復活プロジェクト』

2024年6月12日



２０２４年度 第２回 『安富町 花あじさい復活プロジェクト』



各方面から活動を評価していただきました。

・第２８回ボランティア・スピリット・アワード
コミュニティ賞 ボランティア・スピリット賞

・ひょうごSDGsスクールアワード２０２４ 優秀賞

ひょうごSDGsスクールアワード表彰式 東京にて研究成果発表会に参加



アクアポニックスを応用！！

アクアポニックスとは？

• 水産養殖（Aquaculture）と水耕栽培（Hydroponics）の造語

• 魚と植物を同じシステムで育てる循環型システム

• 窒素循環（硝化サイクル）で水と肥料の省資源化

安冨中オリジナル

• 地元の在来種や地域に生息する動植物等を利用

• 地域貢献に利用（あじさいプロジェクトに実装）

川漁師さんと魚を捕獲

アクアポニックス研究チーム



憩いの花壇

『愛情ガーデン』

地域の憩いの場
リスティクガーデン、ハーブ
ガーデン、キッチンガーデン
などアイデアはいろいろ。

四季、安らぎ、愛情を感じる
場所に・・・。

Befor After



『アルミ缶回収プロジェクト』始動！！

学校全体のSDGs意識が高まり、資源回収もしています。



「あじさい」が地域と人を紡ぐ・・

六甲山系ヤマアジサイの七段花

シーボルトが採録し、その後行方
不明になっていため「幻のあじさ

い」と呼ばれていた。1951年六甲山小
の職員が再発見し、あじさいブーム

のきっかけとなった。

貴重なシチダンカを分けてもらい、無事に開花。
六甲山小に感謝のビデオレターを送った。

兵庫県神戸県民センター主催の
イベントでも六甲山小と交流



地域イベントで
ワークショップ



ローカル SDGsの実践

• 姫路市SDGs宣言

• ひょうごSDGs Hub に参加

多様な主体との連携、情報発信

• 大阪関西万博EXPO2025

共創チャレンジに登録



• Yasutomi local contribution team has been trying to get 
our hometown Yasutomi.

Now,we are proceeding "Ajisai revival project".

Ajisai, hydrangea,was the symbol flower of our 
hometown.

We want many hydrangeas to bloom in our town again.

We want to tell the world about our challenge and 
enthusiasm in EXPO 2025

Promotional project in EXPO2025



安富地域貢献チームのメンバー



ご清聴ありがとうございました。

最新情報は『安富町花あじさい復活プロジェクト』で検索


